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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 461 11.4 △103 ― △102 ― △104 ―
22年3月期第3四半期 414 △24.2 △279 ― △279 ― △309 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △1,139.24 ―
22年3月期第3四半期 △3,360.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 704 646 91.8 7,031.32
22年3月期 828 751 90.8 8,170.56

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  646百万円 22年3月期  751百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 780 19.7 10 ― 10 ― 5 ― 54.35



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、添付資料P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 92,002株 22年3月期  92,002株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 92,002株 22年3月期3Q 92,002株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関わる記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありますので、業績予想等に全面的に依存した投資等の判断は差し控え願います。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期の業績等に関する定性的情報(３)業績予想に関
する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、緩やかに回復しつつあ

るものの、改善の動きに一服感がみられており、先行きについては景気改善テンポの鈍化した状況がしばらく続い

た後、緩やかな回復経路に復していくと考えられております。 

 このような経済環境の下、当社事業に関係する通信関連分野では、NGN（Next Generation Network）でのサービ

スメニューの拡充（「ひかり電話」のデータ通信サービス「データコネクト」の導入）、携帯電話において高速通

信を可能とするLTE（Long Term Evolution）技術を利用したサービスの開始、スマートフォン需要の顕在化などに

おいて進展が見られるものの、設備投資の回復のペースは依然として緩やかな状況にあります。 

 これらの市場環境の下、当社の第３四半期累計期間の業績は、売上高461,905千円、営業損失103,180千円、経常

損失102,813千円、四半期純損失104,812千円となりました。 

 売上高につきましては、電力系通信事業者向けシステム・インテグレーション分野の受注が好調であったことな

どにより、461,905千円（前年同期比11.4％増）と前年同期実績を47,282千円上回る増収となりました。 

 売上原価につきましては、主に受託開発案件に対応するための外注加工費の削減や減価償却費の減少により、

258,859千円（前年同期比19.7％減）と減少し、売上総利益につきましては、203,045千円（前年同期比119.9％

増）と前年同期実績を110,706千円上回りました。 

 販売費及び一般管理費につきましては、第１四半期会計期間より業績連動型賞与制度に完全移行したことによる

人件費の減少及び全般的な経費削減を進めたことなどにより、306,226千円（前年同期比17.7％減）と減少いたし

ました。 

 営業損益につきましては、売上総利益が増加し、販売費及び一般管理費が減少したものの、当第３四半期累計期

間においては売上総利益が販売費及び一般管理費を吸収できなかったため、103,180千円の営業損失（前年同期は

279,828千円の営業損失）を計上しております。 

 経常損益につきましては、受取利息などの営業外収益が366千円（前年同期比8.5％減）となり、営業外費用の計

上はなく（前年同期は7千円）、102,813千円の経常損失（前年同期は279,435千円の経常損失）を計上いたしまし

た。 

 税引前四半期純損益につきましては、貸倒引当金戻入額による特別利益が65千円（前年同期比95.6％減）とな

り、固定資産除却損による特別損失が249千円（前年同期比99.2%減）となったため、102,997千円の税引前四半期

純損失（前年同期は307,402千円の税引前四半期純損失）を計上いたしました。 

 四半期純損益につきましては、法人税等を1,815千円計上したため、104,812千円の四半期純損失（前年同期は

309,217千円の四半期純損失）を計上いたしました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①ソフトウエア販売 

 売上高につきましては、商用製品に搭載されるソフトウエアのライセンス提供が堅調であったことなどにより、

155,275千円（前年同期比103.3％増）と倍増いたしました。売上原価につきましては、減価償却費の減少などによ

り、69,488千円（前年同期比32.7％減）と減少いたしました。これにより、85,787千円のセグメント利益を計上し

ております。 

②受託開発 

 売上高につきましては、306,629千円（前年同期比9.3％減）と前年同期に比べて若干減少いたしました。売上原

価につきましては、主に外注加工費の削減により、189,370千円（前年同期比13.5％減）と減少いたしました。こ

れにより、117,258千円のセグメント利益を計上しております。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（当第３四半期会計期間末の資産、負債、純資産の状況） 

 当第３四半期会計期間末における総資産につきましては、704,373千円（前事業年度末比14.9％減）となりまし

た。 

 流動資産につきましては、売掛金が291,949千円（前事業年度末比6.9％増）と増加したものの、現金及び預金が

230,986千円（前事業年度末比31.2％減）と減少したことなどにより、536,873千円（前事業年度末比19.8％減）と

なりました。 

 有形固定資産につきましては、資産の減価償却が進んだものの、MFP対応SIP関連ソフトウエアの開発に伴う設備

投資等を行ったことなどにより、16,139千円（前事業年度末比3.2％増）となりました。 

 無形固定資産につきましては、過年度に計上した自社開発ソフトウエアの減価償却が進んだものの、主に自社開

発ソフトウエアMFP10（MFPプログラム2010（仮称））などの開発を行なったことにより、103,085千円（前事業年

度末比6.1％増）となりました。 

 投資その他の資産につきましては、大きな変動はなく、48,274千円（前事業年度末比4.4％増）となりました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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 当第３四半期会計期間末の負債総額につきましては、57,477千円（前事業年度末比24.8％減）となりました。 

 流動負債につきましては、主に外注加工費の削減により営業未払金が減少したことなどから、57,477千円（前事

業年度末比24.8％減）となりました。 

 固定負債につきましては、計上はありません。 

 当第３四半期会計期間末の純資産につきましては、四半期純損失を104,812千円計上したことに伴い利益剰余金

が減少したことにより、646,895千円（前事業年度末比13.9％減）となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は230,986千円となり、前事

業年度末と比較して104,816千円減少しております。 

・営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果、消費された資金は47,118千円（前年同期は107,045千円の消費）となりました。これは主に、

税引前四半期純損失102,997千円の計上、仕入債務21,008千円の減少、売上債権18,783千円の増加、減価償却費

50,378千円の計上、未収入金46,735千円の回収などによるものであります。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果、消費された資金は57,697千円（前年同期は51,092千円の消費）となりました。これは主に、ソ

フトウエアの取得による支出52,539千円によるものであります。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローの計上はありません。（前年同期も計上なし） 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

電力系通信事業者向けシステム・インテグレーション分野の受注が堅調であること、スマートフォン関連分野の

新規の受注が伸びてきていることなどから、第４四半期会計期間（平成23年１月１日～平成23年３月31日）の事業

活動も引続き好調な見込みであり、前年同四半期会計期間と比較して、売上高が増収となる見込みであります。 

このような状況を踏まえた結果、平成22年５月14日に公表した平成23年３月期の通期業績予想と比較して、通期

の売上高は増収となる見込みであり、損益面につきましても、営業利益、経常利益、当期純利益、１株当たり当期

純利益共に改善し、当期純利益ベースで黒字転換となる見込みであるため、本日（平成23年１月28日）付で通期業

績予想を修正しております。 

NTTグループが進めているNGNの商用サービスに関しては、「ひかり電話」のデータ通信サービス「データコネク

ト」が開始されるなど、今後もユーザーにとって有用なサービスが拡大することが想定され、当社が提供するSIP

関連技術についても需要が高まると見込んでおります。また、WiMAXやLTEなどの高速な移動通信環境の進展、スマ

ートフォン需要の更なる顕在化などが予想され、SIP関連技術を適用することが可能な領域が拡大する傾向にある

と思われます。 

このような市場環境において、当社では収益基盤の拡大に向けて、安定した収益を確保できる分野の創出、拡大

に努め、ライセンスビジネスに重点をおいた事業展開を図ってまいります。また、業績の変動に対応し、黒字が確

保できる柔軟なコスト構造への転換を図り、長期的に拡大していくことが確実な市場において、着実に果実を得る

よう事業を進捗させてまいります。 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。予想には様々な

不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる可能性がありますので、この業績予想に

全面的に依存した投資等の判断は差し控え願います。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 当第３四半期累計期間において、簡便な会計処理及び特有の会計処理を採用しておりません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （会計方針の変更） 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 なお、上記会計基準及び適用指針の適用に伴う損益に与える影響はありません。 

 （表示方法の変更） 

 キャッシュ・フロー計算書 

① 前第３四半期累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「未収入金の増減額(△は増加)」は、当第３四半期累計期間において、金額的重要性が増したた

２．その他の情報
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め、独立科目として区分掲記しております。 

 なお、前第３四半期累計期間の「その他」に含まれる「未収入金の増減額(△は増加)」は△27,966千円で

あります。 

② 前第３四半期累計期間においてソフトウエアの増加に伴う支出を「無形固定資産の取得による支出」とし

て表示しておりましたが、明瞭性の観点より、当第３四半期累計期間においては「ソフトウエアの取得によ

る支出」として表示しております。 

 なお、前第３四半期累計期間の「無形固定資産の取得による支出」に含まれる「ソフトウエアの取得によ

る支出」は△47,981千円であります。 

  

（３）追加情報 

 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社は、平成20年３月期以降営業損失を計上しており、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑

義を生じさせるような状況が存在しております。しかしながら、黒字体質への転換を掲げた「中期経営方針」のも

と確実に改善施策を実行することにより、売上高の増加ならびに売上原価、販売費及び一般管理費の削減効果で当

第３四半期累計期間の損益状況を改善しております。このことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認

められないと判断しております。 
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 230,986 335,802

売掛金 291,949 273,165

原材料及び貯蔵品 292 1,950

その他 14,317 58,959

貸倒引当金 △672 △737

流動資産合計 536,873 669,140

固定資産   

有形固定資産 16,139 15,635

無形固定資産   

ソフトウエア 98,725 92,355

その他 4,360 4,816

無形固定資産合計 103,085 97,172

投資その他の資産   

差入保証金 48,274 46,226

その他 21,580 24,984

貸倒引当金 △21,580 △24,984

投資その他の資産合計 48,274 46,226

固定資産合計 167,500 159,033

資産合計 704,373 828,174

負債の部   

流動負債   

営業未払金 10,784 31,792

未払法人税等 4,888 7,996

製品保証引当金 686 868

その他 41,118 35,808

流動負債合計 57,477 76,465

負債合計 57,477 76,465

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,792,479 2,792,479

資本剰余金 2,574,639 2,574,639

利益剰余金 △4,720,223 △4,615,410

株主資本合計 646,895 751,708

純資産合計 646,895 751,708

負債純資産合計 704,373 828,174
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 414,623 461,905

売上原価 322,283 258,859

売上総利益 92,339 203,045

販売費及び一般管理費 372,167 306,226

営業損失（△） △279,828 △103,180

営業外収益   

受取利息 134 32

その他 265 334

営業外収益合計 400 366

営業外費用   

支払利息 7 －

営業外費用合計 7 －

経常損失（△） △279,435 △102,813

特別利益   

貸倒引当金戻入額 362 65

製品保証引当金戻入額 1,121 －

特別利益合計 1,483 65

特別損失   

固定資産除却損 － 249

ソフトウエア評価損 29,451 －

特別損失合計 29,451 249

税引前四半期純損失（△） △307,402 △102,997

法人税、住民税及び事業税 1,815 1,815

法人税等合計 1,815 1,815

四半期純損失（△） △309,217 △104,812
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 195,403 160,692

売上原価 127,585 82,563

売上総利益 67,817 78,128

販売費及び一般管理費 109,658 89,779

営業損失（△） △41,840 △11,650

営業外収益   

受取利息 1 0

その他 7 －

営業外収益合計 8 0

営業外費用   

支払利息 7 －

その他 42 99

営業外費用合計 50 99

経常損失（△） △41,883 △11,749

特別利益   

製品保証引当金戻入額 714 188

特別利益合計 714 188

特別損失   

固定資産除却損 － 155

ソフトウエア評価損 29,451 －

特別損失合計 29,451 155

税引前四半期純損失（△） △70,620 △11,716

法人税、住民税及び事業税 605 605

法人税等合計 605 605

四半期純損失（△） △71,225 △12,321
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △307,402 △102,997

減価償却費 89,637 50,378

ソフトウエア評価損 29,451 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △362 △65

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,676 △181

受取利息及び受取配当金 △134 △32

支払利息 7 －

固定資産除却損 － 249

売上債権の増減額（△は増加） 131,066 △18,783

たな卸資産の増減額（△は増加） 79 1,658

仕入債務の増減額（△は減少） △21,579 △21,008

未収入金の増減額（△は増加） － 46,735

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,902 258

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,098 4,413

その他 △11,837 △5,357

小計 △104,751 △44,731

利息及び配当金の受取額 133 33

利息の支払額 △7 －

法人税等の支払額 △2,420 △2,420

営業活動によるキャッシュ・フロー △107,045 △47,118

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △920 △3,707

無形固定資産の取得による支出 △48,140 －

ソフトウエアの取得による支出 － △52,539

貸付けによる支出 △1,903 △580

貸付金の回収による収入 － 1,177

その他 △129 △2,048

投資活動によるキャッシュ・フロー △51,092 △57,697

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △158,137 △104,816

現金及び現金同等物の期首残高 524,915 335,802

現金及び現金同等物の四半期末残高 366,777 230,986
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該当事項はありません。  

  

①報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品開発及び受託案件への投資に対する経営資産の配分意思決定アプローチが異なるため、収益管理に

重点をおき、「ソフトウエア販売」及び「受託開発」の２つを報告セグメントとしております。 

 「ソフトウエア販売」は、SIP・NGN関連技術を主体とするソフトウエア販売・ライセンス提供・サポートの提供

を行っております。「受託開発」は、SIP関連技術を主体とする受託開発・技術コンサルティング・ソリューショ

ン開発の請負を行っております。 

  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円） 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

  

当第３四半期会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円） 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

区分 

報告セグメント 

調整額 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注） 

ソフトウエア

販売 
受託開発 計 

売上高  

外部顧客への売上高  155,275  306,629  461,905  －  461,905

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －

計   155,275  306,629  461,905  －  461,905

売上原価  69,488  189,370  258,859  －  258,859

セグメント利益  85,787  117,258  203,045  －  203,045

区分 

報告セグメント 

調整額 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注） 

ソフトウエア

販売 
受託開発 計 

売上高  

外部顧客への売上高  31,663  129,028  160,692  －  160,692

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －

計   31,663  129,028  160,692  －  160,692

売上原価  20,638  61,925  82,563  －  82,563

セグメント利益  11,025  67,103  78,128  －  78,128
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③報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

 当第３四半期会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．ソフトウエア販売の金額は、ソフトウエア提供のための製造原価を記載しております。 

②受注状況 

 当第３四半期会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

③販売実績 

 当第３四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

４．補足情報

  前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 

前年同四半期比(％) セグメントの名称 
(自 平成21年10月１日 

至 平成21年12月31日) 

(自 平成22年10月１日 

至 平成22年12月31日) 

  金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 

ソフトウエア販売  34,687  27.2  20,638  25.0  59.5

受託開発  92,897  72.8  61,925  75.0 66.7

合計  127,585  100.0  82,563  100.0 64.7

  

セグメントの名称 

  

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 

前年同四半期比(％) (自 平成21年10月１日 

至 平成21年12月31日) 

(自 平成22年10月１日 

至 平成22年12月31日) 

受注高 

(千円) 

受注残高 

(千円) 

受注高 

(千円) 

受注残高 

(千円) 
受注高 受注残高 

ソフトウエア販売  48,050  69,457  141,642  123,754  294.8  178.2

受託開発  132,888  161,963  136,464  93,299  102.7  57.6

合計  180,938  231,420  278,106  217,054  153.7  93.8

  前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 

前年同四半期比(％) セグメントの名称 
(自 平成21年10月１日 

至 平成21年12月31日) 

(自 平成22年10月１日 

至 平成22年12月31日) 

  金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 

ソフトウエア販売  41,548  21.3  31,663  19.7  76.2

受託開発  153,855  78.7  129,028  80.3  83.9

合計  195,403  100.0  160,692  100.0  82.2

  前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 

相 手 先 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

  金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％) 

富士ゼロックス株式会社  42,798  21.9  60,382  37.6

株式会社ケイ・オプティコム  37,079  19.0  24,347  15.2

三洋電機コンシューマエレクトロ

ニクス株式会社 
 21,500  11.0  17,146  10.7

株式会社日の丸産業社  22,390  11.5  2,490  1.5

（株）ソフトフロント（2321） 平成23年３月期　第３四半期決算短信

－ 11 －


	短信サマリー20110127rev.2.pdf
	平成23年3月期第3四半期決算短信本文201101271215ヘッダ等挿入版


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




